
平城宮跡・ 藤原宮跡の整備

庶務部・平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 平城宮跡、の整備

1986年に実施した平成宮跡の終備は， 第一次ii引堂院地域の整備，宮内省北而築地および門の

復原整備， 二条大路撃併iJ，東大hYf.復原整備，平城宮跡資料館改修，平城宮説明用および道線用

陶板の製造等を行った。

第一次朝堂院地域の整備 ここで第一次朝堂院地域としている地域は，南は朱後門跡から北は

一条通りに至る南北800m，東西220mのいわゆる広義の第一次朝堂院地域である。この地域は

近年，その東半音11の発掘調査が進展 し，遺構の概要が明らかにされてきたが， 本格的整備は未

着手のま ま残されていた。平j成宮整備基本稿想、では朱雀門および北部の推定第一次大極殿地区

は建物復原ゾーン，その中Ililの狭義の第一次朝堂院地j或は器国復僚を中心とする迫情表示ゾー

ンとして位置づけられている。 しかし 建物復原・基回復!京いずれも相当な経費と年月を裂す

る事業であり， 一朝一夕には実現できなし、。一方，平城宮の中心者11をいつまでも草ボウボウの

まま放iliしておけないという側而もあ り，当I耐の樹定的繋備として雌土 .~J三芝に より建物配i丘

を表示 し， 第一次~m :主院地域の桃造 ・ !よが り 等を!惑得できる形に整備することとした。

暫定的整備の骨子は以下の通りである(第一次刺常|災地域経併li基本計画図)。

① 第一次朝堂|院地域の遺構変選は大きく第1JYJ (奈良l時代前半)と第UJUJ (liiJ後半)に分かれ

るが (r平城宮発抑制査報告 XIJ)，遺構表示は第nJUJの建物配置を主とし，第JJUJの建物もNn易

な表現で表示する。

②具体的には，建物範悶より10m税幅広く， 平均以20cmfiIj後の地形造成政土を行った上に，

朱後門および朝堂建物~tjiは1.2 m， iiiJJA:1淀商門および大極殿|淀南|可基出は80cm，i:OJ堂院等を聞

む築地，築地回!郎基坦は30-50cmi¥誌の感土を行い，その上而に器出規模を凝灰岩縁石で表示す

る。また，朝堂の南北に建つ仮設的な指!立柱建物は，花i品i岩縁石を回 して:;Ii而的に表示する。

縁石内部は樹脂舗装仕上げとするが，門と !~JJ :ili:の建物;Jt.t_fi上前l は -n控りのイメ ージに近い赤色

系，付ー属の倒立柱建物 ・築地法担よ而は土壁

を思わせる土色の~ìU装とする 。

① 第1WJの大極殿院図版ii・雨1"卜東凶桜2L

壇は20cm高に雌土し，表而は恨芝とする。

@ 朱雀門内北側の広±易場志払~ (ωS幻叩H18邸50引)およぴ

雀門カか、ら朝堂院I南蒋門に至る宮内道路 (SF1ω95叩0)

を砕石敷で復!原京しι，官似仰側!リ町Ij対構存は剖石縁石とする。
⑤ その他の擁土法而，建物周聞はhil則とし

て張芝とする。
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以上のような基本方針に基づき，すでに1985年度に

一部地形造成蝶土を行っているが，今年度は朝堂院地

区のうち函第一 ・二堂，付随する掘立柱建物 2棟，

西・南辺築地，朝堂院1有門，および宮内道路 (SF1950) 

の近鉄線以北の部分について復原 ・表示を行った。今

回整備した朝堂院の西半音I1は未発掘地ではあるが，朝

堂院の中軸線と東半部の発掘成果から，これらの東半

部の遺構を中指h線をもとに西へ折り返し，位置を求め，

建物表示した。ただし，こうして復原した西辺築地位

置に現在の用水路が南北に流れており，この用水路の

位置を変更するには当該地の発掘調査を行う必要があ 11白

ること，新たな用水路によって平城宮の遺構が様され

るj昆があること，また用水路の管理上H音渠化が困難で

あることなどの陸自により，用水路は現位置のまま間

上げし，グレーチング輩を架け，そこに平行して築地

表示を行うこととした。築地表示は基極幅4.4mを凝灰

岩縁石で表示するが，本来の位置に復原すると，用水

路と凝灰岩縁石が大部分の地域で重なり，凝灰岩縁石

を通すことができない。このため，やむなく西辺築地

の表示位置を西へ 101平行移動させた。また予算の関

係上，築地とM堂院南門.西第一 ・ 二堂基邸の表耐~íIì

装は今年度は行わず，次年度送りとした。

宮内省北函築地および門の復原整備 第二次内装束方

官術の復原整備の一環で.すでに復原建設を行った南

殿第一段(1974年)第二殿(1985年)を取囲む隙壁の一

部である。第70次の発掘調査によって，築地は基底幅

l.501(5尺)で，谷柱を用いない形式であること， J"-Jは

築地心位置に2.701(9尺)の間隔をおいて相対する 2本

ロよ

の指!立柱による棟門であることなどが硲かめられてい 第一次!WJj:t院地域経甘u基本計画区l

る。今回は門と門を中心として東西にそれぞれ9.6mの築地を復原した。築地は伝統的な手飽き

工法とし.1回分の仕上げ厚さ 8cmを基準に.それを 5回繰返す毎に側板を移動させ.総高2.401

に築上げた。粁まわりの仕械は推定の械を出ないが，比較的単純な桁直乗り方式とし，これに

角霊木を繁に配った。門の毘ー根を築地と岡高に通す笑，門の幅一段切上げる案の22長が考えら

れるが，この門が内装へ通じる通路に|持lく主要な出入口となるところから後者を採用した。

-66一



施工にあたっては，一旦泣構而まで排土し，砂養生の上，土成処理剤を混入したマサ土を転

圧して基盤を形成した。門部分は基盤中にコンクリートスラブを打ち，ステン レス製のアン

カープレートを立ち上げ柱底を回定した上， 三手11土叩き分 (10cm)だけ柱を思め込み扮!立柱の形

式を保持した。石製唐居敷は平減宮東南|判榔中から出土したものに倣い，また軸摺金具も出土

品を参考に復原製作した。なお，今回の施工区以外の築地位世には鉄製の仰を巡らせ， 一官術

ブロックの広さを表現するとともに， 2株の彼!反建物の管理IIの使をはかった(図 B)。

二条大路の藍備 1985年度に平城宮跡南辺部の米民収j也であった北新大池および小池の固有化

が完了した。一方南辺部の整備については，この2地区を残すだけとなっていたことから，大

池については迎立てを行い，敷地境界に手11泉砂岩雑割石和維壁 (高3.1m，延長73m)を設けた。

組立てに際し池底部に堆積したヘドロ処理!のため，土岐改良(四成分土綴改良斉IJ48kg/m'使用)を

行った。なお1988年に開催される「なら・シルクロード博覧会」 のサプ会場を平城宮跡に計画

し，そのメインアプローチを朱雀大路跡としていることから，北新大池・小池の.I.ill立てはシル

クロード博協会の協力を得て行った(図C)。

その他 桜庄西~!I]で実施された第172次発抑制査で確認された東大桃 (SD2700)を，玉石制護

岸構 (幅2.4m，深0.6m)とし延長68.6mについて復原を行った。

また，近年設置要望の強かった平城宮跡の説明板や道標について， 平城宮展示委員会におい

て検討を重ね，大極殿跡やi:Vl堂院跡等12ヶ所に説明板を，資料館正而前等13ヶ所に道線を設位

することとした。使用材料としては.着色が自由で変色しないこと，マジックペン喜多による部

住等に強いこと，f話を付・けにくいことなどから陶板を使用することとした。今年度は第一次大

極殿前の広場と朝堂院についてその烏搬図(l80x90X2 cm)と説明文 (60X90X2 cm)の説明板

各l枚と道標13基分の陶板の製造を行った。なおいずれも設世は次年度とした。

第一次車!l堂院
規綴 I24.600m' 
工 費 I130.000千円

2 藤原宮跡の整備

1986年度には， 2種類計5基の案内板を設位した。一つは

大極殿基鹿西南方のもので，従来通り台槍材の説明板を崖形

で覆う。藤原宮と大極殿の概要説明文を教科目:体で機械彫り

し，現況地図に遺構配置図を重ねてステンレス板に腐触させ

た三色の図を添えた(図中 a)。もう一つは1983年度に仮整備

した見学者用広場4ヵ所に設世したもので，陶板製 (105X 70 

X 2 cm)。これを凝灰岩の台座(手前での日さ30cm，傾斜301:J!) 

に乗せ，広場の北部中央，擬木製のベンチの前に配した。説

明文には藤原宮・京の概姿を記し，績に飛鳥 ・藤原地域全体
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資料館改修
1.316111' 
62.630千円
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を示す地図と現在地を表示した藤原宮城の地形凪を加えた (図中 b.c. d. e)。なお工事吹は台

綿製説明板u左2.600千円，陶板製説明板4基5.920千円であった。
また，既整備地内にヤマザクラ20本，イロハモミジ7本.コウヤマキ 8本，サザンカ19本等

中高木59本，アセビ等泌木443株の補植を行い.工事針は2.100千円であった。

3 平城宮跡資料館の改修

この建物は1970年，入江三宅設tit事務所の基本設計，建設省近畿地方建設局の笑施設計によ

り，鉄骨造平家建(l.943m2) の研究棟および展示施設として建設された。その後， 1980年の研

究所移転統合に伴い， 1981年に写場・講堂・便所を部分的に改修した。今回の改修は.展示室

関係を中心とする1.253m2(上記の改修部を除く)の内部全而改修であり，文部省大阪工事事務

所に実施設計を依願し，監理は当研究所と共同で行い， 1987年 2月竣工 した。改修は，これま

で576m2と狭小であった展示室を844m2に拡大すること，また小規模な特別展の行えるコーナー

や，見学者用の休憩室を確保するなど，将来の利用変化に対応しうる快適な施設として充実さ

せることを目的とした。

平田プランは，玄関ホール (受付案内等)，展示室 (2ブロ ック)，管理事務室，展示準備ii室，

資料倉庫及び便所等により構成し，中!定には63m2の休憩コーナーを増築した。

工事概要は外部窓部に展示資料等の大型可動パネル，大型間定展示ケース (2~)及び将来ビ

デオコーナ一部を独立させる為の可動間仕切壁レール，天井にはスポット!!賢明用のライテング

レール (展示称に順応)を取り付けた。また，外部窓 (北・京而)に鋼製パネル扉，シャ γ ター

などの防犯対策を施した。展示準備室は，展示資料等の製作，改修，展示模様替等を行う為の

室であり.資料倉庫は展示物等の保管，整理に使用する。管理事務所室は，館内の空調，その

他維持管理業務をここで総括的に行える機能を備えている。

(細見啓三 ・山本忠尚 ・ 高瀬~ー ・渡辺康史 ・井元正滋)

玄関ホール 中1廷にI哲築した休憩コーナー
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